



























　昭和大学薬学部では，平成 22 ～ 26 年度の私立大
学戦略的研究基盤形成事業「バイオマーカー探索を
指向した先端的薬学研究」プロジェクトを行ってき
た．LC-MS/MS，GC-MS，DNAシーケンサーをは
じめとする，微量な生体構成因子の高感度分析，網
羅的解析を推進する研究基盤を作り，疾患に繋がる
バイオマーカー探索研究を推進するのが狙いであ
る．このたび，5年間のプロジェクトの終了を機に，
各研究分担者・分担協力者の方々に総説の形で研究
テーマの背景あるいはその成果の一端を紹介して頂
いた．15 報の総説からなる大きな特集となってし
まったので，ぺ一ジ数の関係もあり，2回に分けて
掲載させて頂くことになった．今号では，「酸化ス
トレスと疾患に関連するバイオマーカー」をキー
ワードとしてまとめられるものをご紹介する．
　薬学は「薬」を中心としてあらゆる分野を包含す
る学際性を持つ．薬は病気治療・予防のために用い
るものであるから，臨床における薬の使用方法，薬
理作用，副作用をはじめとして，こうした薬に関わ
る様々な科学，薬の物性，合成，分析，生体内挙
動，薬理作用，生物反応を扱っている．このプロ
ジェクトでも，個々の研究手法，研究対象には，か
なりの幅があるが，バイオマーカー探索にはさまざ
まな角度からのアプローチがありうるし，執筆者ら
はそうしたバックグランドを活かした研究を行って
いる．現在，生命科学は急激な進歩を遂げつつあ
り，薬学も物質の化学から医療の科学へ進化しよう
としている．この特集が，昭和大学の薬学研究につ
いて知っていただく機会となって，学内での研究協
力関係がさらに活発に行われる一助になることを
願っている．
